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本研究では、大シャモと白色レグホーンに基づくF2資源家系を用いて、ニワトリの卵

外部形質に関与する量的形質遺伝子座（quantitative trait loci: QTL）の検出を行った。解

析対象とした形質は、3つの産卵ステージ（初期、中期および後期）に測定した、卵外

部形質（卵重、卵長径、卵短径、卵殻重、卵殻厚、卵殻強度ならびに卵殻色）である。

総計388のF2個体を用いて、27の染色体に分布する143のマイクロサテライトDNAマーカ

ーのタイピングを行った。 

QTL解析の結果、ニワトリ第1、2、4、5、8、10、11、12、17およびZ染色体上に、卵

外部形質に関与する13のQTLを検出した。多くのQTLでは、大シャモ由来のアリル型が、

卵外部形質を増加させる効果をもつことが明らかになった。一方、いくつかのQTLでは、

親品種である大シャモと白色レグホーンの表現型の大小と比較して、反対の効果をもつ

アリル型が検出された。第5、8およびZ染色体上のQTLは、3つの産卵ステージ全てにお

いて検出されたが、その他のQTLは、1つあるいは2つのステージにおいてのみ検出され

た。本研究では、エピスタシスQTLは検出されなかった。 

これらの結果から、QTL発現の経時的な変化が、卵外部形質に関する遺伝的基盤の複

雑さの一要因である可能性が示唆された。 
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烏骨鶏は中国や日本で珍重されているが、就巣性があるために烏骨鶏の産卵率は非

常に低い。 著者らは烏骨鶏のプロラクチン遺伝子の 5’領域の多型解析を行い、24 塩

基の In/Del 座位を同定し、In/In の烏骨鶏個体が存在しないことと、烏骨鶏の産卵率に

関する選抜集団第 4 世代において In/In の烏骨鶏個体が存在しないことを報告した。プ

ロラクチンの In/Del 座位と卵生産に関連性があることや、ドーパミン D2 受容体遺伝

子の多型と就巣性の間に有意な関連性があるという報告もある。本研究では、In/In の

烏骨鶏個体の表現型を調査するために In/Del x In/Del 集団を作出し、この集団について

プロラクチン、ニューロペプチド Y およびドーパミン D2 受容体の卵生産に関わる 3

つの候補遺伝子の DNA マーカーと生産形質との関連性について検討した。交配の結果、

雌については Del/Del 個体 27 羽、In/Del 個体 39 羽、In/In 個体 21 羽が得られ、雄では

Del/Del 個体 13 羽、In/Del 個体 26 羽、In/In 個体 21 羽が得られ、すべての In/In 個体は

烏骨鶏の表現型を示した。生産形質と DNA マーカーの遺伝子型についての分散分析の

結果、ニューロペプチド Y 遺伝子が卵殻強度について有意な関連性を示した(p<0.05)。

また、雄の 50 日齢体重について、プロラクチンとドーパミン D2 受容体遺伝子が有意

な関連性を示した(p<0.05)。 
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バリン類似体がニワトリ胚筋芽細胞のタンパク質合成に及ぼす影響を調べた。ウシ

胎児血清の代わりにインスリン様成長因子-I（IGF-I）を 20 ng/ml 含む 199 培地に、

バリン類似体（メチルバリン、D-バリン、バリノール）を添加した。さらに、分岐鎖

アミノ酸（イソロイシン、ロイシン、バリン）が筋芽細胞タンパク質合成に及ぼす影

響も調べた。培養液に添加するバリン類似体の濃度は 199 培地のバリン濃度を基準と

し、類似体の濃度は 213 µM（199 培地中のバリン濃度の 1 倍）および 2,130 µM（199

培地中のバリン濃度の 10 倍）とした。タンパク質合成は 3H-フェニルアラニンの取り

込みから求めた。メチル化したアミノ基を有するメチルバリンおよび L-バリンの異性

体である D-バリンは、199 培地中のバリン濃度の 10 倍となる濃度（2,130 µM）にも関

わらず筋芽細胞タンパク質合成に影響を及ぼさなかった。ロイシンとバリンには、ニ

ワトリ胚筋芽細胞のタンパク質合成を上昇させる作用があった。水酸化したカルボキ

シル基を有するバリノールは、199 培地中のバリン濃度の 10 倍となる濃度の際に筋芽

細胞タンパク質合成を大幅に低下させた。以上の結果より、バリノールは筋芽細胞の

タンパク質合成阻害剤として利用できる可能性が示された。 
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 鳥類胚の体外培養とは本来の卵殻・卵殻膜外で長期間培養する技術である。

胚発生観察や胚操作が容易となり，胚盤葉期以降の体外培養は二段階培養法が主流で

ある。ニホンウズラおよびコリンウズラは鳥類の安全性評価試験のモデル動物として

用いるよう経済協力開発機構（OECD）が推奨している。しかし，ニホンウズラに比べ

てコリンウズラの生物学的知見は少ないのが現状である。従って，コリンウズラを種

々の研究に用いるために，ここでは胚盤葉期から孵化させる簡便な一段階培養法を開

発してコリンウズラ（31％），ニホンウズラ（27％）という良好な孵化率を得た。こ

の培養方法は胚操作をした胚の維持管理や基礎及び応用研究に広く適用可能である。 

 

キーワード：コリンウズラ，培養，胚，ニホンウズラ，新世界ウズラ，旧世界ウズラ  

 


